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英語スピーキングの教育・研究

応用分野  Application areas

第二言語習得（主に英語）に関連する共同研究

例）英語コミュニケーション力習得に関する人材開発

例）中学校・高等学校の英語教員の方との共同研究

例）英語スピーキング学習のための教材開発

例）英語スピーキングテストの評価者トレーニング

共同研究等へのニーズ  Need for joint research

第二言語習得における英語スピーキング能力に関心を持ち、現在は日本の英語学習

者（主に大学生）を対象に、英語を話す「流暢さ」について研究を行っています。一般

的に「流暢さ」（Fluency）は、スラスラ話す・ネイティブスピーカーのような話し方と広

く捉えられますが、応用言語学分野ではより詳細に「停止・繰り返し・言い直しがなく、

より速く・スムーズな話し方」と捉えられています。

＜英語スピーキングの評価＞

主な研究手法は、録音した音声データの文字起こしをして、停止の長さ、子音の数、

繰り返しや言い直しの回数を音声ソフト Praat （http://www.praat.org） （Boersma 

& Weenink, 2009）を使用して分析を行います。一方で、学習者のスピーキングを聞

いた評価者（または面接官）が流暢さの度合いを審査してもらう方法もあります。英語

スピーキング能力の評価は、TOEIC Speaking&Writing, TOEFL iBT, TEAP など様々

な民間の英語テストにも使用され、日本でも今後ますます注目される研究分野となるで

しょう。

＜教育的介入の効果＞

英語教育の中でも、特にタスクを中心とした言 語指導法（TBLT: Task-based 

Language Teaching）に興味を持ち、英語スピーキング力を高めるためにはどのよう

な指導法が効果的なのかを研究しています。日本人学習者が、外国語として英語を学

ぶ EFL（English as a Foreign Language）の環境にいながら、話す流暢さを高める

教育的介入の効果を研究しています。どのように英語を習得するかを研究する第二言語

習得研究は、語学を学ぶ側にも教える側にも大切であり、中学校や高校など教育現場

でも役立つ研究を目指しています。

概　要  Overview

第二言語習得：英語スピーキング力の向上と
評価手法について

キーワード 英語教育、第２言語習得、英語スピーキング評価
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